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言語理論と英語教育 (7)
言語認識と伝達能力一
?
中 彰
Linguistic Theory and English Teaching (7) 
-language awareness and cornrnunicative cornpetence-
Shoichi TANAKA 
This paper claims that language awareness can be the axis of the learning of English， 
around which learners revolve， acquiring the skil and ability to use English. 1 show 
that they should be aware of the importance of the typological difference between 
English and Japanese， of the elements which compose日nglishability， and of the 
knowledge which is necessary to develop their communicative competence. 1 discuss 
some cases which can be associated with awareness叫raising. With language 
awareness， they could be independent learners， while the teacher would be a 
facilitator in such Enlish learning. 
key words: awareness， consciousness， communicative competence， subject， theme 
1 . 言言語認識(languageawareness) 
現代はグローバルコミュニケーションの時代で
ありう高度情報化社会とi呼ばれている。英語教育
でも f積極的にコミュニケーションを関ろうとす
る態度の育成Jがうたわれている。しかしながら，
よるコミュニケーションにおいて重要な要
素は何か，また日本という環境における英語習得
の特徴は何かについて，標準となるような指針が
示されておらず 3 英語指導の基軸となる事項が的
確に整理されていない印象がある。
本稿では，この観点から，言語認識をとりあげ，
従来考えられてきたような形式のみへの認識では
なく，コミュニケーション活動全体を見据え
語認識が必要であることを指摘したい。現代，あ
るべき言語認識とは実際のコミュニケーションの
ために役立つものでなければならない。
ここで言語認識と呼んでいる内容は，言語の意
識化(consciousnessraising)でいわれている
「意識j に近いものである。これはう Johnson
and Johnson (1998: 129)によれば，ある穏の
メタ言語的な認識(metalinguisticawareness)と
l呼べるものである。
たとえばうこれまで知られている教授法の開発
において，文法訳読式の教授法(grammar同
translation method)では，文法上の形式的な側
面を「認識」するという方向が重要視された。し
かしながら，その極端な形式譲棋の傾向への批判
から直接法(directmethod)が提案されたことは
よく知られている。しかし，母語習得の過騒を日
本の英語教育に厳密に応用するにはある程度条件
が揃わなければ無理が生じる。日本では一般社会
で日常的に英語が寵われているとは言えないので，
第2言語習得(以下SLA)より外出語教育の側面
が強いことを前提に考えねばならない。現在はコ
ミュニカティブ・ティーチング"(communicative
language teaching:以下CLT)の時代といわれて
いるが，言語認識は不必要なものであろうか。ま
た，言語認識がCLTによる英語学習の障害になる
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ようなことがあるであろうか。筆者の答えは「百j
である。日本語という確立した言語習慣を持つ生
徒への英語認識がどうあるべきかを考えなければ
ならない。
コミュニケーションに必要な言語認識は英語の
形式の細かな迎いに執請するようなものではなく，
より広い視野の認識を指している。 McDonough
(1995: 14)は言語認識を次のように定義してい
る。
(1) What language learners imagine language 
is like， what sensitivities they have， what 
use of language knowledge they make. 
この定義から，ここでの言語認識とは r学習者
の持っている，英語がどんな言葉なのか，英誌に
関するJ副主英語をどう詑うのか，について知っ
ている内容」と考えてよいであろう。 CLTが広く
行われている今日，コミュニケーションに基づく
言語認識の解釈をこのように考えるべきである。
結論を先に述べると，日本で、行われている教室
での英語教育においては，英語(と日本語)に関
する言語認識が重要な役割を果たすと考えるべき
である。したがって，広い意味で、のSLNにおけ
る2つの立場「生得主義Jと「認知主義jのうち，
日本の英語教育ではかなりの程度まで認知的要素
がはたらくという立場が本稿の立場になる。
2.類型論的視点:主題と主語
第l節で見たように，学習者はある 目標言
語である英語について rど なのかj を
知っておく必要があると思われる。 同時に，第 l
言語である日本語についても，当然対照的にわか
っていなければならない類似点と相違点がある。
認や文などの言語表現が異なるのは当然である
が，ここで重要なのは類型論的に言語のタイプが
奥なることである。
類型論の研究では， I政界の言語を比較し，類型
的な追いがあることがわかっている。基本語顕で
えば，英語はSVO，日本語はSOV言語と一般
に言われるが，このSには文法的な諾j と談
話と関わる f主題Jの2つがある。主語は「主
述詩j による文法関係で文をつくるのに対し
てう主題は f主題ヱニ題:iZsJの修飾関係で文を構成
する。
Li and Thompson (1976: 483)はう世界の言
語を主題より主語が援位にたつ f主語優位(subject
prominent:以下SP)Jタイプと，主語より主題が
優伎にたつ「主題優位(topicprominet :以下TP)J
タイプに分けた。印欧語のほとんどがSPタイプ
であるのに対して，中国語をTPタイプであると
している。英語はSPタイプである。日本語と韓
国語はSPとTPのどちらの特徴をも持つとしてい
る。それを閲示したものが(2)である。
(2) 
Korean， J apanese 
'I'p . Sp 
English， 
French 
Chinese 
この関が示していることは傾向としての類型論的
特徴と言えるもので絶対的なものではなL、。ここ
で重要なのは日本語と英語の対比である。英語が
SPタイプの強い特徴を持つのに対して， 1:':本誌
にTPタイプの特徴があることは，英語習得とど
んな怠i床があるのであろうか。
このような類型論的な違いはそれぞれの言語表
現に反映されている。まず，日本語を考えてみよ
う。日本語には r，むと「がjの2つの劫詞があ
り，その使い分けが主題と主語にかかわっている。
しかし，この使い分けには多くの議論があり，残
念ながら標準的な考え方がないようである。 2こ
こでは，よく知られている久野(1973)の四分法
を採用する。
(3) a.太郎は走っている。
[主題(theme3)] 太郎の話をすれば，彼は
走っている。
[対照(contrast)] ・太郎は走っている(が，
花子は走っていない)。
b目太郎が走っている。
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〔総記(exhaustivelisting)] (今話題にな
っている人達の中で)走っているのは太郎
だけだ。
UI:t立叙述(neutr万1description)] iごら
ん，太郎がはしっているよ」
久野(1973:237)は，英語の文(4)がう文献によ
ってこれらの何れの意味にもなりうることを指摘
している。
(4) Alexander kissed Mary 
それぞれ次のような英語のfijいに対応し，異なる
イントネーションになる。
(5) a. What did Alexandel司 do?
Alexander kissed Mary. [主題]
b. Did Alexander and Bil kiss Mary? 
Alexander kissed Mary， but BiIl didn't. 
i対照i
c. Who kissed Mary? 
Alexander kissed Mary. [*!ð~c.J 
d. What happened next? 
Alexander kissed Mary. [中立叙述j
英語との対照からわかるのは，日本語には明示的
な主題のマーカーがあるのに対して，英語にはな
いということである。 4明示的なマーカーである
「はJは，かなり強力な文章構成能力を持ってい
ることに詑意しなければならない。たとえばう次
の例のように，一般に f主語口述語Jにならない
場合でも文を構成することができるのである。
(6) a.今日は疲れた。
b.ニュースで出てきた猫はうかわいそうなこ
とをしましたね。
c.のどが渇いた人は，ここに7Jえがあります。
このような文をつくれることは間違いなくTPタ
イプの言語の特散である。
このように，日本語が，類担論的に英語と異な
っており， (3)で見た使い分けを持つ「はj と
fがj を持つ言語であることは，基本的な
識のーっとして確認しておかなければならないこ
とであるように思える。つまり，英語と日本語で
は単に単語や文が迷うだけでなく， SPタイプで
ある英語とSPとTPの持方の特徴を持つ日本語の
類型論的な迷いが英語の習得に大きな;意味を持つ
のである。その重要さを示す証拠として、日本誌
に典型的なひとつの傾向を見てみよう。その
傾向とは，日本語で主題になる名詞句を，英語に
変換する際に主語にしてしまい，英語としては不
適格な文を生み出してしまうという現象である。
たとえばう Hatch(1992・239-40)は，初期j学
i望者の口頭のデータとしてラ (7)を引用している。5
(7) a. *Sunday is I'm working 
b. 対Americancar is too much y' know 
gasorin. Japanese car is uh very long. 
これらの英文はだいたい次のような日本文に対応
ずるものである。
(8) a. EIIlI~'立働いています。
b アメリカ準はかなりガソリンを食うが，日
本取は長持ちする。
このような誤りは学習が進めばかなり軽減される
と思われるが，次のような例もある。
Rutherford (1987・92)は， (9)のtheseways 
がTPタイプの言語話者に多い誤りであると指擁
している。
(9) All people can choose their mate in their 
own way. * Thθse ways almost can 
classify two types. (イタリックは原著に
よる)
意図されている怠味は(10)である。
(10) . These ways almost we can classify 
them (into) two types 
したがって，対応する日本語は「それらの方法で
は2つに分けることができるJに近い。
同機に， (6)でみた日本語の文も直訳ではおか
しな英文になってしまう。
(6') a.女Todayis tired. 
b.女Thecat which appeared on TV news 
felt sorry 
c. 決Thosewho are thirsty are water 
here. 
このように類型論的な違いが引き起こす第 1
語転移(L1 transfer)は，多くの症劉があるにも
かかわらず，従来その原悶と処方が設理されてい
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ないと思われる。単に間違いが指摘，修正される
だけでは，学習者はまた同じ種類の関連いを犯し
てしまう可能性が高い。それを前ぐには学習者に
自己修正できる言語認識が必要なのである。たと
えば(6)と(6')の対応でも， (6)が単に主語が省略
されている文であるという判断では不十分であ
る。
また，次の例文は日本語として自然なものであ
る。
(11) a.佐賀はムツゴロウが有名だ。
b.日本は地震が多い。
C.後から来たのは不良品ばかりだ。
d このにおいは魚を焼いているのだ。
これらの文に対応する適切な英文をすぐに思いつ
くのは案外難しいのではないであろうかJ
以上から，類型論的にSPとTPという対比を認
識し，自標言語である英語がSPタイプの特徴を
強く持っていること，日本語はTP言語の特徴と
して主題の日むを持っているという知識は，英
語を学習する上で必要な認識であると言える。さ
らに，英語で言語活動をする際に， (6) (11)のよ
うな日本語を英語に変換する際には，類型論的な
発想の転換7が必要であることは，学習者に意識
させるべき言語認識である。主題と主語さと 1皮別で
きる言語能力8を育成する必要がある。
3.英語の伝達能力
3.1.言語能力
英語の能力とはなにか考えてみよう。言語に関
する知識を護恕するときには， r形から意味へ」
の流れで，大まかには次のように示されることが
多い。
(12) a.音声(どんな発音なのか)
b.形態(どんな形なのか)
C.統語(どう結びつくのか)
d.意味(どういう意味なのか)
e.諾用(どう使われるのか)
たとえば， Lier (1995: 33)が抱擁するように，
英語でoftenを適切に使えるということは，次の
ような知識を持っていることになるであろう。
(13) 
;-
iEZF 
;形態
often 
:)f;>n， :)ftgn 
2音節務
部詞、動詞を修飾
しばしば、頻繁に
:)ftgnはより正式
このような知識が英語の能力の一部となることは
うまでもない。アルフアベットの智得から，諾
を豊かにしながら文法を理解し，多くの学習と
言語活動をとおして言語能力が形成されてし、く。
このような言語の形式にかかわる能力は 3 コミュ
ニケーション能力の基礎と考えられる。このよう
な多重の言語知識を蓄積することで英語の運用能
力の基礎が養成される。言うまでもなく、そのよ
うな英語力養成が中学高校の教室における援業内
容の目指すところであろう。
3.2.カタカナ語の問題
これまで見た言語認識のレベルで日本語と英語
を比較してみると，日本語をそのまま英語にでき
ない場合がある。特に，語句に関する雷語認識が
私たちにもっとも必要な場合は，案外英語に対し
てではなく，日本語の一側面 rカタカナ語Jに
対してであるという残念な現状があることが度々
指撰されている。
いわゆる「カタカナ英語Jは，英語に似ていて
も日本語化されており，英語として通用しないも
のが非常に多い。むしろはっきりと f英語ではな
しリと考えるべきであろう。日本語の活性を示す
一側面ではあるが，英語であると考えると問題が
多い。
野球などのスポーツの分野での和製英語や発音
の違いなど，多くの指摘があるが，Cambridge 
International DictIonary of Englishはわざわざ
“false friends" というラベルを付けて，外国語
化された英語に饗鎖を鳴らしている。 9筆者の調
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べた範閣では，問題となるのは(i)近い発音であり
ながら同じ意味を表さない場合と(i)おおよそ向
じ意味であるのに発音が違う場合10 そして(ii)
和製英語の3つであると思われる。
(l4)(i)のタイプ:クノレーザー，クーラー 3 グラン
ド，サイン，トランプ，スマート，メニュー，
フロント
(ii)のタイプ:オアシス，ミシン，マナー，
エネルギー，ココアヲウールヲオーブン，ア
イロン，ナトー，ビタミンョアレルギー，オ
レンジ，
(ii)のタイプ:デッドボール，スピードオー
バーヲカンニング，ヘルスメーター，キャッ
チボーlレ，ー
もちろん，このリストは全体のほんの一部に過ぎ
ない。このような例が膨大にあることは，英語学
習にある種の負担をかけているというのは事実で
あろう。また，単に発音や綴りのレベルの違いで
はなく，文化の内容にかかわるものもあるため，
指導が難しいものも含まれる。たとえば iリフ
ォームJは洋服の仕立て直し，家屋の改装などを
;意味するのに対して，英語のreformは個人の習
慢や社会制度・組織を改善することを指す。それ
ぞれの文化で修寵する対象が違うのである。その
ため，日本語話者が英語でreformを使う際は注
意が必要だということになってしまう。また，
「チャーミングなj は日本では典型的に若い女性
に用いられる形容詞であるが，英語のcharming
はpleasant，attractiveに近く，女性ばかりでな
く，男性や老人p 場所などについても言える。こ
うした違いはそれこそ川女挙に暇がないJ。さら
に，カタカナ諾は政治的な理解への負担も内在し
ている場合もある。私たちが「イギリス」と呼ん
でいる国は， England， Scotland， Wales， 
Nothern lrelandの四つから成り立っており，
The United Kingdam of Great Britain and 
Nothern lreland (略してU.K.かGreatBritain) 
と呼ばれる。イギリスがEn剖andで、あるとみなし
てしまうと， U. K.の持つ歴史的民族的な背景を
知らないことになる。 II
「負担j を軽くするためには，カタカナ語への
認識を高めておかねばならない。これまで見たよ
うに，カタカナ語のほとんどは単語や語句のレベ
ルでの意味の違いであるから， (14)のリストにあ
るような注意すべきカタカナ語を認識し注目して
いれば，潜在的なトラブルに気づきやすく，問題
が起こった際にも解決へ向けた手段を見つけやす
いであろう。
3.3.ハリデ…理論から見た言語能力
これまで見たように， (12)の構成は基本的な言
語能力の知識を意味しているが，学術的な分類と
しては有効で、あっても，実際の言語使用となると
別の見方が必要となる。より言語の機能を護課し
た見方である。
Hallidayは，一貫して言語を伝達の機能からと
らえる立場をとっている。 Halliday(1985: 53) 
によれば，英語の文は(潜在的な表現能力として)
同時に3つの意味プロセスをおこなっている。そ
れらは，観念的意味(ideationalmeaning)，対人
的意味(inter司personalmeaning)，テクスト的意
味(textualmeaning)である。つまり， Halliday 
によれば，これらの意味機能が，一つの文という
表現にコード化されているのである。まず，観念
的意味とは，文の持つ命題内容であり，出来事や
経験を表すための表示の意味である。 Fillmoreの
「格(case)J関係も観念的意味の一部となる。対
人的意味とは，文が発せられる相手を考慮してお
こなわれる文の変形や命題態度(モダリティ)を
表す意味と考えてよい。テクスト的意味とは，文
が発せられるコンテクストの談話構成を考慮して
付加される意味である。試みに一文を簡単に分析
してみると次のようになる。
(15) 
was given by my mother 
行為の受け手 動路 行為者(総理主語)
受動態の主総
2選述
Hallidayの文法体系全体は複雑で、あり，細かい意
味区分まで見ることができないが，その機能的な
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観点は次に見る伝達能力の考え方に影響を与えた
と言われている。この表が示すような一文に多重
の意味が込められているという認識は重姿であ
る。
3.4.伝遼能力
Hallidayの機能主義は言語を伝達の中心に考え
てはいるが，実諜の言語能力を整理する総には，
より言語活動を意識した能力を組定しなければな
らない。言語の運用能力をコミュニケーションを
図るためととらえる考え方である。この考え方で
は，会話の修復や言葉によらない合額でさえコミ
ュニケーションの能力の一部となる。
Canale and Swain (1980)はラ Hymesの訟遠
能力 (communicativecompetence:以下CC)の
再検討を通して， CCがおおよそ4つの要素から
なることを提案した。 12
(16) a.文法能力(grammaticalcompetence) 
b.社会言語学的能力(s0 c i 0 I i n gu i s tic 
competence) 
c.談話能力(discoursecompetence) 
d.方1l1iI:1I)能力(strategiccompetence) 
文法能力は，語誌の記憶と語形成，発音や形態な
どを含むの文法的な能力を指す。したがって，こ
の能力は3.1.節で見た昔話にかかわる知識と言え
る。この詑カは英語の形式的関西を理解し運用で
きる能力である。 13社会言語学的能力とは，
を場面に合った形で用いるにはどうすればよいか
を知っている能力である。命令や謝罪，依頼など
の発話行為で言語を適切に変えることができる能
力を指す。したがって，言葉のポライトネスを確
立するために不可欠でふある。談話能力とは，談話
の流れや文脈に合った形で言語を用いることがで
きる能力となる。言語情報の自然な流れや，会話
の開始・進行・"'~断・終了などで適切な表現を用
いることができるために必要で、ある。方略的能力
とはう文法や談話の能力が不足し，実際のコミュ
ニケーションがうまく成立しない場合に修寵した
り，有li助したりできる能力であると言われている。
たとえば，適切な語を思い出せないときに近似、の
表現や代換できる表現を使える能力である。ゴi三言
語的な身振り手振り，苦手な話題の回避なども含
まれる。(これらの能力には重複があることも考
えられる。特に，談話能力と方略的能力は密接に
関連すると思われる。たとえば，談話の流れを滑
らかにするための表現である“actually，let's 
see， you know， ..."等の表現は，コミュニケー
ションの方略として鎚える。)
これらの伝達能力の区分は，学習者が英語の学
力をつけていく際の指針を提供してくれる。自分
の言語能力の学習段階を見据え，英語で円滑なコ
ミュニケーション活動を成功させるにはどの能力
が不足しているのかをmH'lるのである。そうした
側面からの言語認識は，効率的な学留を可能にす
るように忠われる。
3.5.言語認識と伝達能力
これまで見てきたことからう実際のコミュニ
ケーションに必要な言語認識とは何かについて，
ある程度の方向が示せるのではないかと思われ
る。すなわち， (i)類型論的な日英語の違いと主
・主題の認識， (i)言語能力を形成する知識に
ついての認識， (ii)言語能力を含めた伝達能力に
必要な要素についての認識の3つである。これ
らの認識は，学習者が英語の f独立した学習者
(independent lear、ner)Jであるために必要な認
識であると考えられるのではないだろうか。
これまで述べてきたように， (16a)の文法能力
は，言葉の信連能力に必要な要素として従来の英
語の語法や文法・諾誌の知識を含んでおり，英語
の実際の運用能力には不可欠の知識である。しか
しながら，この能力のみを一気に高めるには膨大
な知識と経験が必要である。したがって，
(l6b) (l6c) (l6d)にも記慮したコミュニケーショ
ン能力の育成が期待される。それは，あまりにも
形式に偏向していたとされる従来の指導からの反
省から指摘できることであるが，意思議i通にとっ
て(l6b)(l6c) (l6d)の能力は(l6a)の文法能力の
不足を補う性格を持っているからである。
現が;意思、伝達に十分でない場合，伝達の場でのたf
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人擦係(16b)，その場の前後関係(l6c)，そして
思疎通のためのストラテジー(16d)を考慮するこ
とによってうコミュニケーションの鵡整をするこ
とができるのである。学習者自身がこの伝達能力
についての認識を持っていることによってう トラ
ブlレが生じた際への対応が可能になると思われ
る。コミュニケーション不成立の要留を言語表現
のみに求めるのではなく， 1云j主の場の性質を見る
ことによって判断できるようになっていること
は，外出訪を自ら学んでし、く姿勢をっくり出し，
問題解決も容易になると期持できる。
つまり，ここで考えている言語認識とは，学習
者が独立して学習できる状態へ導くための基軸と
なる知詰iを指しているのである。
4.言語認識の短期的考察14
本部では言語認識を必要とする英語学習のいく
つかの局面を偶別的に考察してみたい。当然なが
らうここで取り上げる局部はわずか四つで、あり，
選択的なものである o 4.1在日の f名詞のカテゴリ
ー認識Jは，日本語の名詞の捉え方ではしばしば
誤りとなる英語の名詞の意味を問題にしている 0
4.2節の「発想の迷しりは，日英語の表IJlに見ら
れる発想の違いを問題にするが，体系的な対照は
別におこない，数例のみ議論する。
4.3.節の「発話行為のパターン認識Jは，従来学
習者の直感や経験にまかせられている側面を意識
化することで学習の助けにするという提案であ
るo 4.4.節の「コミュニケーションストラテジー
の認識Jは具体例をあげ，意思疎通のための方略
の認識が必要であることを指摘する。
4.1.名詞のカテゴ 1)
名詞は英文法書の第 l主主に取り上げられること
が多い。そこでは，たとえば，普通名詞う(不)
可算名認，集合名詞，物質名読などと整壊され，
可算名詞のf手数7ちには冠詞a/anが付き，複数の場
合は名詞の語尾に凶作)sが付くといった説明がな
される。?日本人の英語iの著者マーク・ピータ
ーセン氏(以下P氏)は肉薄の1/4の分量を日本
人が誤りやすい名詞の問題に当てている。 P氏は，
[1本語話者のSongfor U.SんやLastnightラ i
ate a chicken in the backy旬、d.などの不適切な
実例をあげてう名詞に f冠詞を付ける，付けないj
という感覚が英語話者の感覚と違っていることを
指摘した。英語話者は，名詞の持つ意味的カテゴ
リーで名詞を用いることが明確に指摘されてい
る。つまり，英語話者の感覚では， chicken は
「鶏肉J，a chicken， chickensが生きた
であり，もともと加のカテゴリーになっているの
でう冠誌や:複数形の付加で意味が鵡整されるので
はないのである。
日本語話者にとってうこのような英語の名詞の
感覚，英語の数意識は習得しがたいmu簡を持って
いる。 15たとえば，教育実習の授業で，教育実習
生の作成するプリント等の答えの選択践が次のよ
うになっているのをしばしば筆者は観察してい
る。
(17) Q: What kind of fruit do you like? 
A: 1 like { bananaラapple，orange， fig，… }.16 
この事実からわかることは，いかに私たち非英語
話者が英語話者の持つ名詞の意味的カテゴリーを
身につけることが難しいかである。 l>g[解的に考え
ると，英語話者の語誌の感覚は，たとえば，
(l8a)のようなものであって， (18b)のようなもの
ではないのである。
(18) a. {a chicken， chickens， chicken， the 
chicken， ..} 
b. {a， the， -(e)s，ゆ，…}+ chicken 
P氏の指摘に基づいて考えてみると，英語の意味
的カテゴリーの区別は英語を舟いるi擦に，常に気
を担っておかねばならない言語認識であると思わ
れる。
4.2.発想の違いの認識
よく f英語で考えなさしリという指導を開くが，
文字通りの意味で日本語話者が「英語で考えるJ
ことは連常の条件では不可能である。そこでうど
うやらこの表現は「英語の発想法で考えて表現し
なさしリという意味てο捷われているようである。
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この推測が正しいとすると，日本語と英語の表現
のイ土方に一定の傾向のようなものがあり，それを
認識しておかなければならないことを意味するこ
とになる。つまり，同じひとつの事象を表現する
|祭に，言語による表現の傾向の違いがあることに
対する認識である。
日英語の対照研究から，このような表現の傾向
についてはいくつか重要な指摘がある。ごくおお
まかな対比は問中(1999)で見ているが，たとえ
ば¥英語のSVO構文に基づく「するj 的傾向と
日本語のsv構文に相当する「なるj 的傾向の対
比がある。 17体系的な比較をここで見ることはで
きないが，状況ごとの表現の傾向の違いといった
ものをここでは指摘しておきたい。たとえば，次
のような例である。
(9) a.頭上注意/足下在意
b. Watch your head.ハNatchyour step. 
これらは掲示や口頭での住意をする状況で発せら
れる表現である。ここでは日本語に場所の意識が
はたらき 3 一方英語では人間に基づく意識で表現
化されているように解釈できる。日本語が名詞，
英語では動認の命令形という対比もある。
また，しばしば指識される，人間の所有を表す
際の次のような対比を見てみよう。
(20) a.熱がある。
b. X have/has a fever. 
(21) a.お金があるo
b. X have/has some money. 
(22) a.子どもが二人いる。
b. X have/has 2 children. 
これらはド熱を持っているJI女子どもを持って
し、るJが不適格でらあることから，比較的わかりや
すい発想の違いと蓄えるであろう。偲々の例で，
作文や会話の時に表現形式のみを指摘するのでは
なく 3 表現を発想する傾向の違いがあることを意
識させることは学習者の総合的な英語力の養成へ
つながると思われる。
また，英語教育の側部から，このような言語認
識の基になる日英語の傾向の違いについてはさら
に整理される必要がある。
4.3.発話行為のパターン認識
私たちが行う日頃の雷語行為にはある翠慶一定
の裂があることは言語活動を考えてみるとわか
る。たとえば，英語のお位辞(compliments)は次
の過騒があると言われている。 18
(23) a.世辞のための褒める行為
b.世辞に対する応答(合意:，否定，追加，
移行)と感謝
c.新たな会話の展開
実i祭の過程では，すべてが必須の要素ではなく，
場合により一部が省略されたり拡張されたりする
であろう。 (23c)からわかるように，英語のお世
辞は新たな会話の展開のための手がかりというコ
ミュニケーション上の積極的な側面を持ってい
る。したがって，日本語のお世辞が社交儀礼であ
まり評鏑されないことと比較すると，このような
発話行為の型には文化的な迷いがあると考えられ
る。 英米人が質問を受けた際に，まず質問を褒
めること(たとえば，"Oh，that's a good question!") 
も英語の応答という発話行為の型の一部とみるこ
とができる。つまり，英語で質問を受けた場合は，
それを褒めてあげることが英語の型となっている
のである。同様に，依頼，挨拶，相談，批判，約
束，紹介など多くの発話行為の型が存在し，場合
によっては日本語と英語で違いがある。実際の発
話で文化的に重要な要素が欠けると，コミュニケ
ーションに支障をきたす可能性があることは否定
できない。
このような認識は， (16b)の社会言語学的な能
力と関係することは明らかであろう。そのことを
認識しているということはコミュニケーションの
ために必要なことではないだろうか。たとえば，
次のようなお世辞を含む会話例(Hatch(1992: 
138)の指摘)で， Bの日本語話者は雷語認識が不
足していると言える。
(24) A: 1 really like your scarf. 
B: Ohh nooo it's nothing. 
A: No， 1 really like it. 
B: It's not new. 
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A: 1 stil like it anyway 
8: ((smiles)) 
A:じhh，wel!， are you uh going to c1ass? 
会話はちぐはぐである。 19(23)で見たように，英
語ではお世辞が天候の話題のように会話を始める
きっかけになる。ここでは， Aは8がお世辞を容
認し次の話題へと展開することを期待しているの
に， 8が(日本文化でそうするように)お世辞を
否定し，認めないために会話が次の話題に発展し
ていない。
4.4.コミュニケーションストラテジーの認識
(l6d)の方略的能力で見たように，実際の言語
表現のための知識が不足する場合に，コミュニケ
ーションを修復・補助するコミュニケーション方
略がある。学習者は，最適な表現を知らなかった
り，あるいは思い出すことができない際に，他の
表現で言い換えたり，母語や母語の睦訳を用いた
り，身振りを使って，なんとかコミュニケーショ
ンを図ろうとする。
たとえば，筆者が実捺にある研究授業で観察し
たことであるが，中学生が沼本文化をオーストラ
リアの高校生に紹介するというインターネット利
用の授業で r納豆j を英語で説明するという場
面があった。中学生には「発酵したj としづ英語
表現は既習事項ではないため，なんとか他の表現
で説明しなければならない。 の生徒は，次の
(21)に示すように， Cの表現を実際には用いた。
(25) 
一一一惨
C 
学校の理科の時間に学習するように， i発欝j と
「腐敗jは閉じプロセスである(人間に都合のよい
化学変化だけを発酵と呼ぶ)ことからうその生徒
はCとしたようであった。これは i言い換え
(paraphrasing) Jの方略であり，なんとか納豆と
し寸食文化を伝えようという態度は評価できるも
ので、あった。ただし，結果としては， i腐っているJ
という印象となってしまって，食品の表現として
は不適切であった。この場合，たとえばAのよう
に，相手文化で近似の表現に気づくとよかったか
もしれない。同じ類(この場合食品)の語奨の中
から近似の要素を取り出し， 、たいものを í~
のようなものj と言い換える方略は学欝の初期の
段階から認識しておいてよいものである。少なく
とも最適な表現を求めなくてもコミュニケーショ
ンが可能であることを認識すべきである。 20
5.結語
以上，言語認識の意義を考察してきた。 CLTの
教授法において，単に言語活動に参加するだけで
は生徒の言語能力は発達しないという反省が始ま
っており，実際のコミュニケーションを支える伝
達能力を総合的に発達させるにはどうすればよい
かを考える必要がある。
とは，従来「英語の語感を溶く j とか
f英語で考えなさしリと言われてきたことに当た
ると考えてよいであろう。すでに見たように，
f英語で考ー えるj は，考える言語を切り替えると
し、う意味ではない。これまで見たように，第1
語の視座は強くはたらき，な
かなかその発想から離れられ
ない(むしろその方が自然で
あるいそうした第 l言語の
干渉(L1 transfer)の影響を想
定して，日本の英語教育にと
って必要な言語認識の内容の
検討が必要である。言語は文
化や生活と深いところで関係
する。 21適切な言語認識は国
際理解や異文化現解の基礎に
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なっていくはずである。
このよう えてくると，興味深いのは，現在
の国語教育がどうなっているのかである。もちろ
ん，非日本語話者への日本語教育も考躍に入れね
ばならないが， mT沼(2001:26-27)は，国語教育
において f言語感覚Jが昭和]40年代に初めて
現指導要領に取り入れられたことを指擁してい
る。 H百和50年代になって，言語感覚が関語科の
目標本文の中に明記されるようになって以来，
語感覚は国語科の13fi¥'lとして定義したとされる。
たとえばう最新の平成10年版小学校の関語科
の教科自襟は， I[主i認を適切に表現し正確に哩解
する能力を育成し，伝え合うカを高めるとともに，
思考力や溜像力及び言語感覚を設い，国語に対す
る関心を深め国語を尊重する態度を育てる。Jと
なっている。肝心の「言語感覚Jの定義であるが，
IlTIIから「小学校学習指導要領解説国語編(東
洋館!l\Jt反社、 1999 ・ 5) の引用f~Îrifr を紹介する。
(26)言語感覚とは，言語の使い方の，正誤・適
否・美観などについての鋭い感覚のことで，
というよりも広い意味をもち，むしろ
に対する感性という方が適当である。話す
こと・陪くこと，あるいは書くことや読むこ
との具体的な言語活動のr:1~で，相手，目的や
;意図，多様な場面や状況などに応じて，どの
ような言葉を選んで、表読するのがふさわしい
ものであるかを直観的に判断したり，話や文
を理解する場合に，そこに使われている
し出すJ1未わいを感覚的にとらえたりす
ることである。
外伝i語である実語について，こ
とどこまで並行的に見ることができるかわ
からないが，ここで見てきた英語の言語認識にも
ある軽度感覚的なものも含まれてよいかもしれな
い。あまりに繊躍でJ惑{詩的な外国語の表現を感覚
的に理解することが必要であるとは思われない
が，英語のコミュニケーションに関係する言語感
覚で学習者の英語習得に役立つ内容を今後検討し
ていかなければならない時代なのではないかと忠
われる。
註
しくはJohnsonand Johnson (1998: 129)参
J!~\o 1可書では第一言語習得には，生得主義と相互
作用主義の2つがあると指擁されている。
しくは野間(1996)を参Jl君。野1(1996: xii)は
「教育の場で標準として採用されたり，新しい研
究をするときの出発点になるような f定説j はま
だ確立されていなしリと述べている。国語教科書
における I主語」の認定の問題点については伊
坂(1997:105-111)を参照されたL、。問者ではう
「御都合主義j と言わざるをえないil!U聞があると
指擁されている。
3ここでは品目|かL、 N~忠告なしに， themeもtopicも
「主題j とする。「はJと fがjが定/不定とかか
わる場合，次のように対比が間総に出るので，
習者に怠識させやすいかもしれない。
(i) a.識か{が/汁まi米ました。
b 言íf~ {が/*はi米ましたか。
4もちろん，英語である語句が主題であることを
ために，イントネーション以外にabout-， 
as for -， as to -， when it comes to -等の表現
がある。
5例文のfIJiにつける会はその文が不適格であること
を示す。
として可能な形式を採ってみると，それぞ
れ，次のようになろう。
(i) a. 1 am tired today. 
b. 1 felt sorry for the poor cat which 
appeared on the news. 
c. If you are thirsty， here's some water. 
(ii) a. Saga is famous for “Mutsugoro." 
b. There are many earthquakes in 
Japan. 
c. We find only defective 戸、oducts
among those which were sent later 
d. 1 can tell fγom this smell that 
someone is broiling fish. 
7どのような転換になるか，すでに回1(1999:第
6街)でう状態・過程・行為について試みている。
を言葉でなく数式や記号としか捉えられな
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い学習者はう日本語を英語に直訳的に対応させる
傾向を持っている。昔話活動の場面で日英語の表
現をJ!首会させることができず，記号としての英語
の理解から抜け出すことができないためである。
したがって， r cむと「がj の箆い分けと英語表
現を対照することもできないということになる0
9臼本語のfalsefriendsは同書の758頁にリスト
カ1ある。
10英語と日本語の発音が異なること うまでも
ないが，ここでは，カタカナ表記からは英語の発
音が類推不可能であると思われる場合を意図して
し、る。
1筆者は， Scotlandlil身のAETと受け入れ側の日
本の自治体の関で，この f負担Jから実探にトラ
ブlレが生じたということを耳にしている。
しくは同論文を参照。 Hallidayとの比較をす
ると，文法能力には文の持つ線念的機能を使える
こと，社会言語学的能力とは対人的機能を理解し
ていること，談話能力には文の持つテクスト的機
能を習得していることになろう。
13従米の英語教技法で，この形式的な能力のみの
謎成が強制されて批判を招いたわけであるが，こ
の能力が意思疎通のためのコミュニケーション能
力のけq;亥となる知識を形成していることは否定で
きない事実であろう。
14他に，モダリティと命j抵の認識，了窮度の迷い
の認識など取り上げたい現段は多いが別の機会に
る。
J 5たとえば，日本語の翻訳を俳句で見てみよう。
草子去の「古池や 蛙飛びこむ 水の音Jの翻訳例
をみる。(ii)はラフカデイオ・ハーンのものであ
る。
(i) The old pond: 
A frog jumps in 
The sound of the water 
(ii) Old pond -frogs jump in v -sound of 
1九rater
(i)では蛙は一匹であるのに， (i)の方は蛙が謹数
になっている。またう (i)では冠詞を省略して簡
潔な形にしているのに対して， (i)では冠詞を{史い
きを出すという形になっている。
英語による俳句が言語認識を高めるのに効巣的
なのはこのような対照的な視点が得られる点であ
る。単に.部作的な活動で終止するという傾向が
ないようにしたい。
16j髄|体が食べる対象と捉えられていると，謹数7ち
を用し、るのが英語の顎用である。
17詳しくは問中(1999:第5節)を参照されたい。
18Hatch (1992・Ch.4)を参照。
19Hatchはアメリカ英語の特徴としている。地域
により発話行為の型が変化する可能性もあるであ
ろう。少なくともどの要素を重要視するかという
程度の差はありそうである。
20ともすれば、最適の表現を使えないことが英語
の学力のなさになるという消横約な見方がある。
それでは、学習者の持つ伝達能力の一面しか見て
し、ないことになる。
くの側面は，社会や家庭における活動
や生活とともにある。したがって，英語能力の要
，英語での活動や生活を現解しているという
ことが勘案されざるを得ない。しかしながら，言
語が異なれば活動や生活は異なる。文化が異なる
からである。したがって，日本語の文化に居なが
らう英語の文化を理解するには相当の努力を必要
とすることは当然のことである。
このためにう基本的な稿文の埋解と相当の語訟
の習得を基礎として，適切な言語認識を基車1とし
た学習者自身の伝達能力の義成が期待されるので
ある。
日本の学校英語教育が効果を上げていないとい
う批判があるが，問題は英語の知識が足りないか
らではなくう英語でどのように意思伝達をすれば
よいか，そのために必要な英語の能力をどう
すればいいのかについての適切な言語認識が不足
しているからと思えてならない。
しくは釘悶(2001)の議論を参照されたい。
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